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令和４年第１回 阿蘇市議会定例会報告
　令和４年第１回阿蘇市議会定例会を、２月２５日から３月１５日までの１９日間開催し、報告１件、
承認３件、同意１件、条例６件、予算２０件、決議１件、修正動議１件、その他９件、計４２件を
審議しました。

　阿蘇市議会は、令和４年３月１５日の本会議において、議員発議により全会一致で
「ロシアによるウクライナへの侵攻を非難する決議」を可決しました。

　去る２月２４日、ロシアは国際社会の度重なる警告を無視して、隣国ウクライナへの本格的な軍
事侵攻を開始した。攻撃はウクライナ全土に及んでおり、一般市民を含む多くの死傷者が出ている。
　今回のロシアの行動は、ウクライナの主権を侵害し、武力の行使を禁ずる国際法の深刻な違反で
あり、国連憲章の重大な違反である。力による一方的な現状変更は断じて認められない。この事態は、
欧州にとどまらず、アジアを含む国際社会の秩序の根幹を揺るがしかねない極めて深刻なものである。
　ここに本市議会は、ロシアによる軍事侵略に対し、最も強い言葉で非難するとともに、即時に攻
撃停止と部隊の完全撤収を強く求める。政府においては、現地在留邦人の安全確認に全力を尽くす
とともに、国際社会と緊密に連携し、毅然たる態度でロシアに対して、制裁を含む迅速かつ厳格な
対応を行うよう強く要請する。
　以上、決議する。
　令和４年３月１５日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿 蘇 市 議 会

行政手続における押印見直しに伴う関係条例の整理に関する条例の制定について議案第１号

　本件は、国が進める押印等の見直しによる行政手続の簡素化、及び市民の利便性の向上を図
るために、関係条例の一部を改正する条例を制定するものです。
（押印廃止に向けた方針）
　申請、申込み、届出等の書類で、
　　❶ 押印を求める必要性、また実質的な意義が乏しく、押印を省略しても支障がないもの
　　❷ 対象が不特定多数のもので、押印を求めてまで本人の確認をする必要がないもの
　　❸ 本人の確認は必要であるが、押印以外の方法で本人確認が可能なもの
　について、見直されます。

阿蘇市職員定数条例の一部改正について議案第３号

　本件は、感染症などの危機管理や行政需要の変化に柔軟に対応するとともに、地方公務員法の
一部を改正する法律の施行に係る職員の定年引上げに伴う職員の定数を見直すため、本条例の一
部を改正するものです。
　　・市長事務部局職員数　　２５２人　を　２７０人　に、
　　・教育委員会関係職員数　  ４８人　を 　 ３０人　に、
　　・病院事業職員数　　　　１４１人　を  １５０人　に、改められます。
　また、休職者、併任者、派遣職員、育児休業者はこの定数から除外されることになります。

阿蘇市国民健康保険税条例の一部改正について議案第５号

　本件は、全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法律
（令和３年法第６６号）等の施行に伴い、本条例の一部を改正するものです。
　未就学児の被保険者均等割額の２分の１が公費負担されることにより、減額となります。

阿蘇市一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正について議案第３４号

　本件は、一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する法律の施行に準じた改定及び
給与制度の適正化等を行うため、関係条例の一部を改正するものです。主な改正内容は、人事
院勧告に伴い期末手当支給率を下げるものです。

ロシアによるウクライナへの侵攻を非難する決議

条　例　審　議　（主なもの）

※決議とは、市議会の意思を対外的に表明するためになされる議決のことです。

可決可決

可決可決

可決可決

可決可決
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予算総額 191 億 1,231 万円を可決

第 10 号補正 ・ ・ ・子育て世帯への臨時特別給付金を支給するための予算を計上。
第 11 号補正 ・ ・ ・新型コロナウイルス対策に係る費用及び住民税非課税世帯等に対する臨時特
　　　　　　　　　別給付金を支給するための予算を計上。
第 12号補正 ・ ・ ・ 産地生産基盤パワーアップ事業補助金、阿蘇山上線整備工事費等を計上。
第 13号補正 ・ ・ ・ 個別外部監査委託料を計上。

音声付受付発券機 避難所等備品 （発電機）

令和３年度　一般会計補正予算

四捨五入により合計が一致しないことがあります。

衛　生　費 20 億 3,636 万円
波野保健福祉セン
ター燃料費　ほか
　　　　 51 万円

消　防　費 6 億 2,915 万円△468 万円
避難所等備品購入
費　　　　　ほか
　　　 555 万円

第 10 号補正
12 月 16 日専決分

項　目

音声付受付発券機
購入費　　　ほか
 　　　 720 万円

議　会　費

総　務　費

1 億 3,924 万円

21 億 2,793 万円

第 11 号補正
1月 14 日専決分

第 12 号補正
2月 25 日提出分

選挙用備品購入費
　　　　　　ほか
 　　　 636 万円

住民税非課税世帯
等に対する臨時特
別給付金　　ほか
  4 億 2,044 万円

民　生　費 69 億 8,882 万円△826 万円

子育て世帯への臨
時特別給付金
　　　　　　ほか
  1 億 8,013 万円

営業時間短縮要請
協力金市負担金
　　　　　　ほか
　　  △615 万円

商　工　費 9 億 8,339 万円

阿蘇山上線整備工
事費
　　　　　　ほか
  　　 8,044 万円

農林水産業費 16 億 1,515 万円

産地生産基盤パ
ワーアップ事業補
助金　　　　ほか
　　　5,962 万円

教育施設消毒等委
託料　　　　ほか
　　　 450 万円

土　木　費 10 億 9,843 万円△27 万円

災害復旧費 2 億 1,020 万円△27 万円

予　備　費 2 億 2,241 万円1 億 5,551 万円 △421 万円

公　債　費 19 億 7,673 万円

合　　　計 191 億 1,231 万円

補正後の額

1 億 8,013 万円 4 億 3,153 万円 2 億 7,603 万円 0

教　育　費 10 億 8,449 万円△1,293 万円

第 13 号補正
3月 15 日提出分

個別外部監査委託
料　　　　　ほか
 　　　 421 万円
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　歳入では、前年度より市税及び寄附金等の増額を見込み、繰入金、市債等を減額して計上されています。

　歳出では、お知らせ端末更新に伴う管理システム更新事業、阿蘇小学校放課後児童健全育成事業施設整

備補助事業、阿蘇保健福祉センター大規模改修事業（第３期）等が計上されています。

予算額項　目 主な支出

議　会　費 1 億 3,901 万円

お知らせ端末管理システム更新業務
委託料 1 億 1,330 万円ほか

総　務　費 17 億 6,380 万円
阿蘇アドベンチャー
　　ワールド創造事業

農村公園あぴか改修工事

( ジョギングコース補修箇所 )

令和４年度　当初予算を可決

一般会計及び特別会計、 企業会計合わせて 286 億 2,407 万円

一 般 会 計 （総額 161 億 297 万円）

阿蘇小学校放課後児童健全育成事業
施設整備補助金 4,299 万円ほか

民　生　費 57 億 4,828 万円

阿蘇保健福祉ｾﾝﾀｰ大規模改修工事
( 第 3 期 )  9,300 万円ほか

衛　生　費 18 億 848 万円

地籍調査測量業務委託料
(CDEFG 複図作成 )  1 億 600 万円ほか

農林水産業費 12 億 321 万円

阿蘇アドベンチャーワールド創造事業 ( 恋人
の聖地プロジェクト ) 補助金 4,000 万円ほか

商　工　費 7 億 5,953 万円

橋梁点検業務委託料
( 道路メンテナンス ) 1,500 万円ほか

土　木　費 10 億 704 万円

防火水槽整備工事
2,400 万円ほか

消　防　費 5 億 6,010 万円

農村公園あぴか改修工事
1,738 万円ほか

教　育　費 10 億 647 万円

災害復旧費 1,106 万円

公　債　費 20 億 5,613 万円

予　備　費 3,986 万円

計 161 億 297 万円
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企業会計 ( 総額 43 億 5,881 万円 )

企業会計 予 算 額

4 億 8,804 万円

4 億 1,197 万円

28 億 6,244 万円

5 億 9,636 万円

収益的支出

資本的支出

収益的支出

資本的支出

水道事業

病院事業

特別会計 ( 総額 81 億 6,229 万円 )

特別会計 予 算 額

7,200 万円

5 億 2,595 万円

35 億 2,836 万円

34 億 7,365 万円

5 億 2,593 万円

3,640 万円

阿蘇山観光事業

下水道事業

国民健康保険事業

介護保険事業

後期高齢者医療事業

財産区事業
四捨五入により合計が一致しないことがあります。
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件　　　　　名 審議結果議案等番号

報告第１号

承認第１号

承認第２号

議案第１号

議案第２号

議案第３号

議案第５号

議案第６号

議案第７号

議案第８号

議案第９号

議案第10号

議案第11号

議案第12号

議案第13号

議案第14号

議案第15号

議案第16号

議案第17号

議案第18号

議案第19号

議案第20号

議案第21号

議案第22号

議案第23号

議案第24号

議案第25号

議案第26号

議案第27号

議案第28号

議案第29号

議案第30号

議案第31号

議案第32号

議案第33号

専決処分の報告について

専決処分した令和３年度阿蘇市一般会計補正予算（第10号）について

専決処分した令和３年度阿蘇市一般会計補正予算（第11号）について

行政手続における押印見直しに伴う関係条例の整理に関する条例の制定について

阿蘇市個人情報保護条例の一部改正について

阿蘇市職員定数条例の一部改正について

阿蘇市国民健康保険税条例の一部改正について

阿蘇市保育園バス設置及び管理に関する条例の廃止について

令和３年度阿蘇市一般会計補正予算（第12号）について

令和３年度阿蘇市阿蘇山観光事業特別会計補正予算（第1号）について

令和３年度阿蘇市下水道事業特別会計補正予算（第４号）について

令和３年度阿蘇市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）について

令和３年度阿蘇市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第４号）について

令和３年度阿蘇市坂梨財産区特別会計補正予算（第２号）について

令和３年度阿蘇市中通財産区特別会計補正予算（第３号）について

令和４年度阿蘇市一般会計予算について

令和４年度阿蘇市阿蘇山観光事業特別会計予算について

令和４年度阿蘇市下水道事業特別会計予算について

令和４年度阿蘇市国民健康保険事業特別会計予算について

令和４年度阿蘇市介護保険事業特別会計予算について

令和４年度阿蘇市後期高齢者医療事業特別会計予算について

令和４年度阿蘇市坂梨財産区特別会計予算について

令和４年度阿蘇市古城財産区特別会計予算について

令和４年度阿蘇市中通財産区特別会計予算について

令和４年度阿蘇市宮地財産区特別会計予算について

令和４年度阿蘇市水道事業会計予算について

令和４年度阿蘇市病院事業会計予算について

熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更について

市道路線の廃止について

市道路線の認定について

旧慣による公有財産の使用権の一部変更について

旧慣による公有財産の使用権の一部変更について

旧慣による公有財産の使用権の一部変更について

旧慣による公有財産の使用権の一部変更について

旧慣による公有財産の使用権の一部変更について

報　告

承　認

承　認

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

否　決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

令和４年 第１回阿蘇市議会定例会審議結果

件　　　　　名 審議結果議案等番号

議案第34号 阿蘇市一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正について 原案可決

追加議案 （令和 4 年 3 月 1 日上程）

件　　　　　名 審議結果議案等番号

承認第３号 議案の撤回について 承　認

追加議案 （令和 4 年 2 月 28 日上程）

議案第14号 令和４年度阿蘇市

一般会計予算に対する修正動議

原　　案

（5）



討 論 の 内 容

議案第１４号　「令和４年度阿蘇市一般会計予算」の修正動議

提案理由▶▶▶ この予算に計上されているお知らせ端末管理システム更新業務に係る費用は、システムを含め
た端末全部の入れ替えを行うもので、債務負担行為を含め１０億円にのぼる事業であるにもかかわらず、総
務常任委員会において内容の説明が不足しており、性能についても答弁がなかった。詳細な内容説明の必要
性があると考えたため、一度立ち止まるべく、この事業のみを予算から削除する案を提出する。

反対討論▶▶▶ お知らせ端末については、火災や自然災害、行方不明者の連絡など、急を要する連絡だけで
はなく、今ではワクチン接種や定額給付金など、市民の方々にとっては必要不可欠な情報を届けています。
また、文字放送は市民の皆様が１０年に亘り活用され、使い慣れた端末でもあり、ある地区では区長さん
が区役や地区の行事、あるいはお悔みなどの連絡にも使われています。
　阿蘇市としても、システムの更新や機種の入れ替えは最低限の必要経費と考え、この修正動議には反対
します。

賛成討論▶▶▶ お知らせ端末に係る予算については、提出を見合わせて、もう一回、全員協議会等できちっと
説明をする必要があるのではないかと考えます。また、現行機の利用もよく考えるべきではないのか、もう
製造中止だから全て入れ替えると安易に考えていいのか。厳しい予算の中で、そのような事が通用するのかと
いう点をもう一度考え、６月議会以降に遅らせて予算を提出しても良いのではないかと考え賛成をします。

議案第14号
の修正動議

議案第14号

議案第34号

議席番号

氏名

議案

●

○

○

佐
藤　

和
宏

１

●

○

○

佐
藤　

菊
男

２

●

○

○

児
玉　

正
孝

３

○

○

○

甲
斐
純
一
郎

４

●

○

○

立
石　

昭
夫

５

○

●

●

竹
原　

祐
一

６

○

●

●

岩
下　

礼
治

７

○

●

○

谷
﨑　

利
浩

８

●

○

○

園
田　

浩
文

９

●

○

○

菅　
　

敏
德

10

○

●

●

市
原　
　

正

11

●

○

○

森
元　

秀
一

12

○

●

●

大
倉　

幸
也

13

●

○

○

田
中　

弘
子

14

●

○

○

五
嶋　

義
行

15

●

○

○

藏
原　

博
敏

16

○

○

○

古
木　

孝
宏

17

●

○

○

田
中　

則
次

18

○

●

○

河
﨑　

德
雄

19

議

議

議

湯
淺　

正
司

20

○：賛成　●：反対　議：議長

意 見 の 分 か れ た 議 案 等 の 賛 否 表

件　　　　　名 審議結果議案等番号

同意第１号

議案第35号

議案第36号

発議第１号

阿蘇市教育委員会委員の任命について

個別外部監査契約の締結について

令和３年度阿蘇市一般会計補正予算(第13号)について

ロシアによるウクライナへの侵攻を非難する決議

 同　意

原案可決

原案可決

原案可決

追加議案 （令和 4 年 3 月 15 日上程）

阿蘇市一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正について議案第３４号

反対討論▶▶▶ 職員の皆さんは、コロナ感染が続く中、住民サービス保全のため奮闘をされています。地方
自治体の賃金を人事院勧告に従い下げることは、適切ではないと思います。
　また、自治体労働者の賃金基準は地域の民間労働者の賃金水準の基準となっており、引き下げにより民
間労総者賃金にも大きな影響を与えるものと考えられますので、本議案には反対します。

令和４年度阿蘇市一般会計予算について議案第１４号

反対討論▶▶▶ 人権対策費について反対します。
　３月３日に創立１００年を迎えました水平社は、支配権力による弾圧の中、２０年で消滅をしました。
その後、同和事業が始まると、特定団体による窓口一本化を強要し、３３年間に亘り約１６兆円が投入を
されました。現在、部落内外の生活上の格差も解消され、今後、運動は人権尊重、そして民主主義の推進
に引き継がれていると思います。したがって、今、特定団体への補助金をなくす必要性から、反対します。

（6）



総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
の
主
な
審
査
内
容
で
す
。

委
員
長　

田 

中 

弘 

子

総
務
常
任
委
員
長
報
告

総
務
常
任
委
員
長
報
告

  

委
員　
本
改
正
の
主
な
変
更
ポ
イ
ン
ト

は
。

 

税
務
課
長　
未
就
学
児
の
均
等
割
額
の

２
分
の
１
を
公
費
負
担
と
し
て
減
額
す
る

こ
と
で
す
。

 
 
 

総
務
課
所
管
分

 

委
員　
保
育
士
等
の
処
遇
改
善
臨
時
特

別
交
付
金
事
業
に
よ
る
特
殊
勤
務
手
当
に

つ
い
て
、
１
日
当
た
り
の
単
価
１
５
０
円

は
国
が
示
し
た
金
額
に
な
る
の
か
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
の
危
険

が
伴
う
対
応
と
な
れ
ば
金
額
が
低
い
よ
う

に
も
感
じ
る
が
。

 

人
事
係
長　
金
額
に
関
し
て
国
か
ら
特

段
の
通
知
等
受
け
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
熊
本
市
の
同
様
の
手
当
や
本
市
の

他
の
特
殊
勤
務
手
当
と
の
均
衡
も
考
慮
し

な
が
ら
設
定
し
た
も
の
で
す
。

 

総
務
課
長　
今
回
の
処
遇
改
善
等
に
つ

い
て
は
、
保
育
士
と
介
護
等
に
携
わ
る

方
々
の
給
与
が
他
の
職
種
に
比
べ
て
低
い

と
い
う
趣
旨
で
国
か
ら
改
善
を
求
め
ら
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
阿
蘇
市
の
公
立
保
育

園
に
勤
め
る
保
育
士
の
給
料
に
つ
い
て
は
、

一
般
事
務
職
と
全
く
同
じ
給
料
体
系
で
あ

り
、
決
し
て
低
い
状
況
に
は
な
い
こ
と
か

ら
、
今
回
の
金
額
を
設
定
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

 
 
 

選
挙
管
理
委
員
会
所
管
分

 

委
員　
投
票
用
紙
の
交
付
機
は
、
９
台

の
導
入
で
す
べ
て
の
投
票
所
に
設
置
で
き

る
の
か
。

 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
次
長
（
総
務 

 

 

課
長
）　
22
の
投
票
所
の
う
ち
、
17
箇
所

は
有
権
者
が
３
０
０
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

国
政
選
挙
に
な
れ
ば
、
小
選
挙
区
、
比
例

代
表
、
国
民
審
査
の
３
つ
の
投
票
が
一
度

に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
17
箇
所

の
投
票
所
に
３
台
ず
つ
整
備
す
る
の
に
９

台
不
足
す
る
た
め
、
そ
の
分
の
予
算
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

 

委
員　
内
牧
支
所
で
の
期
日
前
投
票
所

は
、
本
庁
よ
り
数
日
遅
れ
て
開
設
さ
れ
る
。

内
牧
支
所
は
か
な
り
多
く
の
利
用
が
あ
る

た
め
、
本
庁
と
同
じ
期
間
で
の
開
設
は
で

き
な
い
か
。

 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
（
総
務
部

 

長
）
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
も
同

様
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
開
設

期
間
が
短
い
と
人
が
集
中
し
密
に
な
る
こ

と
も
課
題
と
し
て
あ
る
た
め
、
そ
の
よ
う

な
こ
と
も
含
め
て
選
挙
管
理
委
員
会
で
協

議
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
 
 

財
政
課
所
管
分

 

委
員　
職
員
等
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
陽
性
者
が
出
た
場
合
の
庁
舎

内
の
消
毒
に
つ
い
て
は
、
陽
性
者
が
発
生

す
る
た
び
に
委
託
し
消
毒
を
行
う
の
か
。

 

財
政
課
長　
本
年
１
月
18
日
と
24
日
に

職
員
に
陽
性
者
が
出
た
際
に
も
そ
れ
ぞ
れ

委
託
し
て
消
毒
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
基
本
的
に
は
同
じ
よ
う
な
対
応
に
な
り

ま
す
が
、
職
員
で
消
毒
が
可
能
な
部
分
は

職
員
で
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

 

委
員　
宝
く
じ
の
収
益
金
に
係
る
熊
本

県
市
町
村
振
興
協
会
の
交
付
金
は
、
雑
入

と
し
て
受
け
入
れ
る
だ
け
で
、
使
途
に
制

限
は
な
い
の
か
。

 

財
政
課
長　
使
途
に
つ
い
て
は
、
ソ
フ

ト
事
業
等
へ
充
当
す
る
よ
う
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
市
町

村
の
判
断
に
な
る
た
め
、
今
回
は
小
中
学

校
の
外
国
語
指
導
助
手
の
人
件
費
な
ど
に

充
当
し
て
い
ま
す
。

 
 
 

政
策
防
災
課
所
管
分

 

委
員　
阿
蘇
山
観
光
事
業
特
別
会
計
か

ら
充
て
ら
れ
て
い
る
火
口
監
視
業
務
委
託

料
な
ど
に
つ
い
て
は
、
規
制
等
に
伴
い
収

入
源
で
あ
る
公
園
道
路
使
用
料
が
減
少
傾

向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
防
災
予
算
と

議
案
第
５
号
「
阿
蘇
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」

議
案
第
７
号
「
令
和
３
年
度
阿
蘇
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）
に
つ
い
て
」

投票用紙交付機

（7）



同
様
に
直
接
一
般
会
計
か
ら
支
払
っ
て
も

よ
い
の
で
は
。

 

政
策
防
災
課
長　
阿
蘇
山
観
光
事
業
特

別
会
計
の
歳
入
で
あ
る
公
園
道
路
使
用
料

は
、
昭
和
39
年
頃
に
国
に
山
上
道
路
の
使

用
に
対
す
る
貸
付
け
が
認
め
ら
れ
徴
収
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
使
用
料
は
、

火
口
を
見
学
す
る
お
客
様
方
を
噴
火
や
火

山
ガ
ス
な
ど
か
ら
守
る
た
め
の
防
災
面
に

要
す
る
経
費
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
当
時

の
取
決
め
に
よ
っ
て
運
用
し
て
い
ま
す
。

 
  

税
務
課
所
管
分

 

委
員　
外
部
委
託
し
た
波
野
地
区
の
地

籍
調
査
に
つ
い
て
、
終
了
予
定
は
い
つ
頃

か
。

 

税
務
課
長　
令
和
10
年
度
ま
で
に
境
界

確
認
を
完
了
し
、
令
和
12
年
度
に
登
記
完

了
す
る
予
定
で
す

 

委
員　
航
空
写
真
撮
影
業
務
委
託
料
に

１
，
９
９
６
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

ド
ロ
ー
ン
な
ど
手
軽
な
機
器
の
活
用
は
で

き
な
い
か
。

 

税
務
課
長　
現
在
、
航
空
写
真
の
撮
影

に
は
小
型
航
空
機
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
コ
ス
ト
が
高
い
こ
と
か
ら
ド
ロ
ー
ン

で
の
実
験
な
ど
も
行
わ
れ
て
お
り
、
将
来

的
に
は
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
安
価
な
撮
影
も

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

 

委
員　
た
ば
こ
税
に
つ
い
て
は
、
住
民

の
方
々
や
観
光
な
ど
で
阿
蘇
市
に
来
ら
れ

て
い
る
方
に
、
市
内
で
た
ば
こ
を
購
入
し

て
も
ら
え
れ
ば
増
収
に
つ
な
が
る
と
理
解

し
て
よ
い
か
。

 

市
民
税
係
長　
阿
蘇
市
内
で
の
購
入
が

多
け
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
た
ば
こ
税
と
し
て

市
の
税
収
に
つ
な
が
り
ま
す
。

 
 
 

財
政
課
所
管
分

 

委
員　
地
方
揮
発
油
譲
与
税
に
つ
い
て
、

前
年
度
と
同
額
で
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
電
気
自
動
車
の
普
及
や
ガ
ソ
リ
ン
価

格
の
高
騰
か
ら
令
和
４
年
度
は
減
少
す
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
。
ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン

税
の
課
税
単
価
に
つ
い
て
も
、
ロ
シ
ア
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
影
響
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

 

財
政
課
長　
地
方
揮
発
油
譲
与
税
に
つ

い
て
は
、
国
の
地
方
財
政
計
画
で
お
お
む

ね
前
年
と
同
額
予
算
が
示
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
れ
に
準
じ
た
計
上
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
税
に
つ
い
て
は
、

今
の
と
こ
ろ
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
５
３
．

８
円
が
国
税
と
し
て
課
税
さ
れ
、
そ
の
う

ち
地
方
揮
発
油
税
に
つ
い
て
は
５
．
２
円

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
情
勢
の
影
響
で

単
価
が
変
わ
る
の
か
は
、
ま
だ
把
握
し
て

い
ま
せ
ん
。

 

委
員　
歳
入
の
市
債
は
約
８
億
円
と

な
っ
て
い
る
が
、
当
該
年
度
中
起
債
見
込

額
は
約
35
億
円
と
な
っ
て
い
る
。
何
を
見

込
ん
で
い
る
の
か
。

 

財
政
課
長　
令
和
４
年
度
当
初
予
算
で

は
、
約
８
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
が
、

当
該
年
度
中
起
債
見
込
額
に
は
、
防
災
行

政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
な
ど
の
繰
越
分

な
ど
も
含
ん
で
お
り
、
合
わ
せ
て
35
億
円

程
度
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

  
  

総
務
課
所
管
分

 

委
員　
お
知
ら
せ
端
末
の
更
新
に
つ
い

て
、
防
災
無
線
の
更
新
の
場
合
は
、
ア
ナ

ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
た
め
変
え
ざ

る
を
得
な
い
と
の
理
由
か
ら
、
17
億
円
の

事
業
を
承
認
し
て
い
る
。
防
災
無
線
と
機

能
も
重
複
す
る
部
分
も
あ
り
、
１
台
10
万

円
は
高
額
だ
と
感
じ
る
。
も
う
少
し
時
間

を
掛
け
て
構
想
を
練
り
直
す
必
要
も
あ
る

よ
う
に
思
う
が
、
今
、
機
械
も
交
換
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
必
要
性
に
つ
い
て
説
明

を
。

 

総
務
課
長　
お
知
ら
せ
端
末
機
の
導
入

か
ら
10
年
が
経
過
、
端
末
機
種
は
す
で
に

製
造
が
中
止
さ
れ
て
お
り
、
在
庫
で
故
障

に
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
在
庫
が
な
く
な

り
次
第
対
応
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
令
和
４
年
度
に
後
継
機
種
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
に
先
に
現
シ
ス
テ
ム
を

更
新
し
、
令
和
５
年
か
ら
３
か
年
計
画
で

後
継
機
種
へ
交
換
を
進
め
て
い
く
計
画
で

す
。

 

総
務
部
長　
お
知
ら
せ
端
末
の
利
用
に

つ
い
て
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち

で
な
か
っ
た
り
、
う
ま
く
活
用
で
き
な
い

方
々
を
中
心
に
、
顔
と
顔
を
見
な
が
ら
会

話
を
す
る
な
ど
の
活
用
が
さ
れ
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
で
人
が
集
ま
る
機
会
が
な
い
中
、

更
に
利
用
の
定
着
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

行
政
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
し
か
る

べ
き
時
期
に
更
新
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
案
第
14
号
「
令
和
４
年
度
阿
蘇
市
一
般

会
計
予
算
に
つ
い
て
」

規制中の阿蘇山公園道路

（8）



旧波野支所前の公園

 
  

内
牧
支
所
所
管
分

 
委
員　
総
合
セ
ン
タ
ー
除
草
等
業
務
委

託
の
内
容
を
。
ま
た
、
委
託
先
は
ど
こ
に

な
る
の
か
。

 

総
務
振
興
係
長　
毎
年
、
内
牧
地
区
の

区
長
会
に
年
５
回
の
除
草
作
業
を
依
頼
し
、

除
草
後
の
処
分
ま
で
を
お
願
い
す
る
内
容

で
す
。
令
和
４
年
度
は
成
川
区
と
内
牧
５

区
が
作
業
さ
れ
る
予
定
で
す
。

 
  

波
野
支
所
所
管
分

 

委
員　
波
野
支
所
周
辺
管
理
業
務
委
託

料
に
つ
い
て
、
旧
波
野
支
所
前
の
公
園
は

勾
配
も
き
つ
く
植
栽
等
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

安
全
性
を
考
慮
し
専
門
業
者
に
委
託
し
て

は
ど
う
か
。

 

波
野
支
所
長　
勾
配
も
か
な
り
急
で
あ

る
た
め
、
専
門
業
者
へ
の
委
託
も
考
え
て

い
ま
す
。

 
 
 

政
策
防
災
課
所
管
分

 

委
員　
防
火
水
槽
整
備
事
業
で
新
設
す

る
水
槽
は
、
ど
の
よ
う
な
形
式
か
。

 
総
務
部
長　
合
併
後
、
安
全
面
も
考
慮
し
、

耐
震
基
準
に
適
応
す
る
埋
込
式
の
防
火
水

槽
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

委
員　
広
報
誌
に
は
、
例
年
、
市
政
報

告
会
の
内
容
が
細
か
く
掲
載
さ
れ
て
い
た

が
今
年
度
は
掲
載
が
な
か
っ
た
。
決
算
時

の
資
料
と
な
る
『
主
要
な
施
策
の
成
果
』

の
方
針
の
も
と
執
行
さ
れ
て
い
る
か
ら
予

算
も
可
決
し
て
い
た
と
思
う
。
状
況
に
応

じ
て
記
事
を
掲
載
し
た
り
し
な
か
っ
た
り

す
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
く
の

か
。

 

政
策
防
災
課
長　
市
内
全
域
で
開
催
し

ま
す
市
政
報
告
会
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

方
々
か
ら
様
々
な
ご
意
見
、
ご
質
問
が
寄

せ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て

は
総
合
的
に
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

以
上
の
よ
う
な
審
査
を
経
て
討
論
を
行

い
ま
し
た
。
委
員
よ
り
、
「
ま
ず
、
『
広
報

や
市
政
報
告
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
情
報

を
正
確
に
伝
え
る
』
、
『
住
民
と
双
方
向
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
確
立
に
努
め

る
』
と
い
う
方
針
が
守
ら
れ
て
い
な
い
よ

う
に
思
う
。
毎
年
決
算
で
承
認
さ
れ
た
事

業
の
方
針
に
従
っ
て
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
が
、
そ
れ
に
対
す
る
内
容
で
は
な
か
っ

た
。
さ
ら
に
、
お
知
ら
せ
端
末
に
つ
い
て
は
、

防
災
無
線
と
防
災
の
面
で
機
能
が
重
複
す

る
う
え
、
２
つ
の
事
業
を
合
わ
せ
る
と
約

28
億
円
規
模
の
事
業
と
な
る
。
し
か
も
性

能
が
よ
く
分
か
ら
な
い
上
に
高
価
で
停
電

時
に
は
使
え
な
い
機
器
で
あ
る
。
今
一
度
、

必
要
性
や
更
新
時
期
な
ど
を
練
り
直
す
必

要
が
あ
る
と
思
う
こ
と
か
ら
、
本
案
に
は

反
対
し
ま
す
。
」
と
の
反
対
討
論
が
あ
り

ま
し
た
。

　

挙
手
に
よ
る
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
可

否
同
数
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
委
員
長
採

決
に
よ
り
本
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

 

委
員　
本
改
正
に
よ
る
期
末
手
当
の
支

給
減
額
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
４
月
１

日
が
施
行
日
な
の
で
、
令
和
４
年
６
月
の

期
末
手
当
か
ら
の
減
額
と
な
る
の
か
。

 

総
務
課
長　
特
例
措
置
に
よ
り
、
令
和

４
年
６
月
の
期
末
手
当
か
ら
、
令
和
３
年

12
月
の
期
末
手
当
で
減
額
の
予
定
で
あ
っ

た
０
．
１
５
月
分
も
加
え
て
減
額
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

委
員　
遡
っ
て
二
重
に
引
か
れ
る
こ
と

に
問
題
は
な
い
の
か
。
緩
和
措
置
等
の
考

え
は
。

 

総
務
部
長　
阿
蘇
市
は
人
事
委
員
会
を

持
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
国
の
人
事
院
勧

告
に
基
づ
き
こ
れ
ま
で
も
対
応
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
今
回
も
国
の
令
和
４
年
６
月

分
の
期
末
手
当
で
調
整
と
い
う
方
針
に
準

じ
、
職
員
を
は
じ
め
、
市
長
、
副
市
長
、

教
育
長
等
に
つ
い
て
も
、
６
月
で
調
整
を

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
が
、
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
案
件
に
つ
い
て
の
報
告
で
す
。

議
案
第
34
号
「
阿
蘇
市
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
」

（9）



文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
の
主
な
審
査
内
容
で
す
。

委
員
長　

森 

元 

秀 

一

文
教
厚
生
常
任
委
員
長
報
告

文
教
厚
生
常
任
委
員
長
報
告

 
 
 

教
育
課
所
管
分

 

委
員　
農
村
公
園
あ
ぴ
か
の
照
明
工
事

に
つ
い
て
、
残
り
の
１
コ
ー
ト
は
補
助
金

を
受
け
る
の
に
３
年
の
経
過
が
必
要
と
の

説
明
だ
っ
た
が
、
過
疎
債
を
利
用
し
て
早

め
に
で
き
る
方
法
は
な
い
の
か
。

 

教
育
部
長　
過
疎
債
を
使
っ
て
事
業
を

早
め
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
補
助
金
を

財
源
と
し
た
補
助
事
業
に
対
し
、
全
額
過

疎
債
で
の
事
業
と
な
る
と
、
７
割
は
交
付

税
措
置
が
あ
る
に
し
て
も
、
３
割
は
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
補
助
金
を
使
う

方
が
優
位
な
こ
と
か
ら
、
３
年
間
は
空
け

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

委
員　
ア
ゼ
リ
ア
21
は
、
現
在
プ
ー
ル

が
休
止
中
で
あ
る
が
、
休
止
前
と
現
在
の

利
用
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

 

社
会
体
育
係
長　
今
年
度
は
、
12
月
ま

で
の
９
か
月
分
の
実
績
と
な
り
ま
す
が
、

延
べ
６
万
８
，
７
０
０
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
昨
年
度
１
年
間
の
実
績
は
14

万
６
，
６
７
７
人
で
あ
り
ま
す
。

 
 
 

福
祉
課
所
管
分

 

委
員　
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
等
処
遇

改
善
臨
時
特
例
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

継
続
し
な
が
ら
給
料
が
上
が
っ
て
い
く
の

か
。

 

福
祉
課
長　
今
後
も
継
続
す
る
こ
と
が

補
助
要
件
と
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
改
善

に
よ
り
、
民
間
の
給
料
も
上
が
っ
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
す
。

 
 
 

教
育
課
所
管
分

 

委
員　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
、
先

生
や
友
達
と
の
交
流
が
希
薄
に
な
っ
て
い

る
。
心
の
ケ
ア
に
対
し
て
、
学
校
へ
の
指

導
や
先
生
方
の
研
修
な
ど
対
策
の
強
化
は

図
っ
て
い
る
か
。

 

教
育
部
長　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
も
長
期

間
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

当
然
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
日
頃
か
ら

各
学
校
で
心
が
け
て
い
ま
す
。
阿
蘇
市
で

は
、
旧
中
通
小
学
校
を
利
用
し
て
ホ
ッ
ト

ス
ク
ー
ル
を
設
置
し
、
不
登
校
対
策
と
い

う
こ
と
で
、
心
の
ケ
ア
も
含
め
た
総
合
的

な
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 
 
 

人
権
啓
発
課
所
管
分

 

委
員　
運
動
団
体
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

他
の
自
治
体
で
不
祥
事
が
発
覚
し
て
い
る

が
、
阿
蘇
市
に
お
い
て
、
各
団
体
が
事
業

を
行
う
上
で
、
事
業
報
告
や
金
銭
的
な
帳

簿
等
、
市
へ
の
報
告
の
仕
組
み
や
流
れ
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

人
権
啓
発
課
長　
会
議
や
研
修
会
に
お

い
て
は
、
通
知
文
書
の
コ
ピ
ー
を
い
た
だ

き
、
阿
蘇
市
の
旅
費
規
則
等
に
基
づ
い
た

旅
費
を
概
算
払
い
に
よ
る
前
途
金
と
し
て

お
渡
し
し
、
研
修
会
終
了
後
、
領
収
書
を

添
付
し
て
い
た
だ
き
精
算
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
括
で
の
や
り
取
り
で
な
く
、
一

つ
の
会
議
、
研
修
会
ご
と
に
概
算
払
い
及

び
精
算
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 
 
 

ほ
け
ん
課
所
管
分

 

委
員　
備
品
購
入
に
ス
ポ
ッ
ト
ビ
ジ
ョ

ン
ス
ク
リ
ー
ナ
と
あ
る
が
、
３
歳
児
健
診

時
に
ど
れ
く
ら
い
の
乳
幼
児
が
検
査
対
象

と
な
る
の
か
。

 

母
子
保
健
係
長　
３
歳
児
健
診
と
し
て

約
１
８
０
名
が
受
診
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
弱
視
や
遠
視
の
眼
鏡
矯
正
が
必

要
な
お
子
さ
ん
が
約
１
割
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
１
歳
６
か
月
健
診
な

ど
で
、
赤
ち
ゃ
ん
も
検
査
で
き
る
検
査
機

器
な
の
で
、
早
め
の
眼
科
受
診
、
治
療
が

必
要
か
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

 
 
 

福
祉
課
所
管
分

 

委
員　
波
野
保
育
園
は
建
設
し
て
ま
だ

そ
ん
な
に
経
っ
て
い
な
い
が
、
太
陽
熱
温

水
器
・
配
管
取
り
換
え
工
事
と
は
ど
う
い

う
こ
と
か
。

議
案
第
７
号
「
令
和
３
年
度
阿
蘇
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）
に
つ
い
て
」

議
案
第
14
号
「
令
和
４
年
度
阿
蘇
市
一
般

会
計
予
算
に
つ
い
て
」

スポットビジョンスクリーナ

（10）



 
福
祉
課
長　
波
野
保
育
園
の
プ
ー
ル
は
、

小
学
校
の
プ
ー
ル
に
温
水
を
入
れ
て
使
わ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
工
事
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
昨
年
度
の
冬
季
の
凍
結
で
破
損

し
ま
し
た
の
で
、
復
旧
す
る
た
め
の
工
事

費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

 

委
員　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
生
活
保
護
を
利
用
す
る
人
や
困

窮
し
て
い
る
人
が
多
い
と
思
う
が
、
生
活

保
護
扶
助
費
が
下
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

申
請
に
来
る
人
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
な

の
か
。

 

保
護
係
長　
生
活
保
護
の
一
歩
手
前
の

施
策
が
有
効
に
働
い
て
い
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
解
雇
や
経
済
苦
で
の
相
談
は

非
常
に
少
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

 
 
 

市
民
課
所
管
分

 

委
員　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
は
６
月
ま
で
延

長
に
な
っ
た
の
か
、
対
象
者
は
。

 

市
民
課
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
に
つ
き
ま

し
て
は
、
申
請
期
間
が
３
月
末
か
ら
６
月

末
に
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。
対
象
者
と
し

て
１
０
８
件
の
通
知
を
し
て
い
ま
す
が
、

給
付
状
況
は
１
月
末
で
10
件
の
申
請
で
内

９
件
の
支
給
決
定
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で

増
え
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

社
会
福
祉
協
議
会
等
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
通
知
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

 

委
員　
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
医

療
に
移
行
し
て
い
る
た
め
、
毎
年
２
０
０

名
近
く
の
被
保
険
者
数
が
減
り
、
国
保
財

政
は
非
常
に
厳
し
く
な
る
。
今
後
の
見
通

し
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

 

ほ
け
ん
課
長　
被
保
険
者
数
は
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
１
人
当
た
り
の
医
療

費
は
増
加
し
て
い
る
状
況
で
す
。
今
後
の

見
通
し
と
し
ま
し
て
は
、
予
防
事
業
に

し
っ
か
り
取
り
組
み
な
が
ら
、
医
療
費
の

増
加
を
少
し
で
も
緩
や
か
に
し
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
医
療
費
に
つ
い

て
は
、
ほ
ぼ
全
額
県
の
交
付
金
と
し
て
賄

わ
れ
ま
す
が
、
医
療
費
が
高
く
な
れ
ば
県

に
納
め
る
後
年
度
の
納
付
金
が
増
え
ま
す

の
で
、
こ
れ
を
賄
え
な
い
場
合
は
、
保
険

税
の
見
直
し
や
基
金
の
取
り
崩
し
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

委
員　
令
和
５
年
度
ま
で
は
、
保
険
料

据
え
置
き
と
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ

以
降
の
見
通
し
は
。

 

ほ
け
ん
課
長　
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

３
年
に
１
度
見
直
し
が
行
わ
れ
、
現
在
基

金
残
高
が
約
３
億
３
千
万
円
で
、
保
険
料

は
５
，
７
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
は
大
き
く
介
護
給
付
費
の
支
出
が
伸
び

な
い
限
り
、
現
状
の
保
険
料
の
据
え
置
き

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

 

委
員　
固
定
資
産
一
覧
表
に
自
動
再
来

受
付
機
、
自
動
精
算
機
が
あ
る
が
、
他
の

自
治
体
で
は
、
直
接
指
を
触
れ
な
く
て
も

い
い
非
接
触
型

の
受
付
機
等
が

採
用
さ
れ
て
い

る
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
で
の

助
成
金
や
補
助

金
が
あ
る
う
ち

に
、
そ
の
よ
う

な
非
接
触
型
の
機
器
導
入
を
考
え
て
は
ど

う
か
。

 

医
療
セ
ン
タ
ー
総
務
課
長　
令
和
３
年

度
に
自
動
再
来
受
付
機
と
自
動
精
算
機
を

１
台
ず
つ
補
助
金
で
導
入
し
て
い
ま
す
。

患
者
様
が
増
え
た
こ
と
で
、
増
設
す
る
計

画
で
す
が
、
非
接
触
型
を
入
れ
た
場
合
二

つ
の
機
種
が
違
う
と
患
者
様
の
操
作
に
支

障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
同
じ
操

作
が
で
き
る
機
種
を
導
入
予
定
で
す
。

 

医
療
セ
ン
タ
ー
事
務
部
長　
受
付
機
や

精
算
機
な
ど
患
者
様
が
操
作
す
る
機
器
に

は
職
員
を
配
置
し
、
操
作
を
代
行
す
る
な

ど
、
感
染
対
策
を
十
分
取
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

以
上
が
、
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
案
件
に
つ
い
て
の
報
告
で

す
。

議
案
第
17
号
「
令
和
４
年
度
阿
蘇
市
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
」

議
案
第
18
号
「
令
和
４
年
度
阿
蘇
市
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
」

議
案
第
25
号
「
令
和
４
年
度
阿
蘇
市
病
院

事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て
」

阿蘇医療センターの自動精算機

（11）



議
案
第
８
号
「
令
和
３
年
度
阿
蘇
市
阿
蘇

山
観
光
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て
」

経
済
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
の
主
な
審
議
内
容
で
す
。

委
員
長　

五 

嶋 

義 

行

経
済
建
設
常
任
委
員
長
報
告

経
済
建
設
常
任
委
員
長
報
告

 
 
 

農
政
課
所
管
分

 

委
員　
農
業
振
興
費
の
産
地
生
産
基
盤

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
補
助
金
は
、
国
庫
補

助
金
を
財
源
と
し
、
阿
蘇
市
の
上
乗
せ
は

な
く
、
歳
入
額
を
そ
の
ま
ま
事
業
主
に
歳

出
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
市
は
こ
の
事
業

の
審
査
等
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
関
わ
り

方
を
し
て
い
る
の
か
。

 

農
政
課
長　
事
業
実
施
主
体
の
事
業
要

望
時
点
か
ら
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
適
宜

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
負
担
が
な

い
補
助
事
業
は
、
市
と
事
業
実
施
主
体
の

連
携
が
十
分
に
と
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
事
業
実
施
主
体
か
ら
誓
約
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
補
助
事
業
が
円
滑
に
運
ぶ
よ
う
注
意

を
払
っ
て
い
き
ま
す
。

 

委
員　
観
光
振
興
費
の
草
千
里
交
通
事

故
対
策
支
援
金
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
の

方
に
１
０
０
万
円
の
減
額
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
補
助
金
の
減
額
や
見
直
し
を

事
業
主
体
に
要
請
す
る
こ
と
は
、
非
常
に

難
し
い
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
関
係
者

と
観
光
課
の
努
力
に
感
謝
し
た
い
。
今
後

の
方
針
と
し
て
、
古
い
補
助
金
に
つ
い
て

は
、
そ
の
役
目
を
再
確
認
す
る
と
共
に
、

必
要
に
応
じ
て
減
額
し
、
新
た
な
事
業
の

財
源
に
充
て
る
な
ど
の
考
え
方
が
必
要
で

あ
る
。

 
 
 

建
設
課
所
管
分

 

委
員　
河
川
事
業
費
の
管
理
河
川
掘
削

等
維
持
工
事
に
つ
い
て
は
、
水
害
に
よ
り

河
床
高
が
高
く
な
っ
た
箇
所
は
す
べ
て
完

了
し
て
い
る
の
か
。 

 

建
設
課
長　
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
ま
す
。

次
の
段
階
と
し
て
、
大
き
な
河
川
の
掘
削

を
年
次
計
画
に
基
づ
い
て
進
め
て
お
り
、

加
え
て
地
域
か
ら
の
要
望
箇
所
な
ど
を
そ

の
都
度
確
認
し
、
緊
急
度
に
応
じ
て
対
応

し
て
い
ま
す
。

 
 
 

住
環
境
課
所
管
分

 

委
員　
住
宅
建
設
費
の
老
朽
住
宅
解
体

撤
去
工
事
に
つ
い
て
は
、
竹
林
、
笠
園
、

坊
中
南
住
宅
で
20
戸
分
が
計
画
さ
れ
て
い

る
が
、
跡
地
利
用
の
計
画
は
。

 

住
環
境
課
長　
解
体
後
に
新
た
な
住
宅

を
建
設
し
な
い
土
地
は
、
普
通
財
産
に
移

行
し
、
管
理
は
財
政
課
に
移
り
ま
す
。
竹
林
、

笠
園
住
宅
に
つ
い
て
は
、
解
体
後
に
住
宅

を
建
設
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
坊

中
南
住
宅
は
令
和
５
年
度
以
降
に
１
棟
、

約
10
戸
分
を
建
設
す
る
予
定
で
す
。
令
和

２
年
度
に
２
棟
分
の
設
計
が
完
了
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
災
害
公
営
住
宅
等

を
建
設
し
て
い
る
こ
と
や
、
入
居
希
望
は

今
の
と
こ
ろ
６
世
帯
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
の
財
政
状
況
を
鑑
み
、
ま
ず
は

１
棟
を
建
設
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 
 
 

農
業
委
員
会
所
管
分

 

委
員　
農
地
流
動
化
等
推
進
事
業
費
に

つ
い
て
だ
が
、
農
地
を
売
り
た
い
と
の
申

し
出
や
小
作
契
約
を
希
望
す
る
申
し
出
に

対
し
、
受
け
皿
と
な
る
認
定
農
業
者
等
が

そ
の
農
地
の
条
件
を
比
較
し
、
契
約
地
を

選
ぶ
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
農
地
流
動
化

の
推
進
に
強
力
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、

遊
休
地
や
荒
廃
地
が
増
え
る
こ
と
と
な
る
。

農
業
委
員
会
を
通
さ
ず
、
安
い
金
額
で
小

作
契
約
を
締
結
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

中
、
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
た
め
の
今

後
の
取
組
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

農
業
委
員
会
事
務
局
長　
農
地
の
買
い

手
よ
り
売
り
手
の
ほ
う
が
多
い
現
状
を
踏

ま
え
、
そ
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
、
買
い

手
や
借
り
手
に
対
す
る
少
な
い
優
遇
措
置

を
補
う
助
成
等
に
つ
い
て
、
県
の
農
業
会

議
に
協
議
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
案
第
７
号
「
令
和
３
年
度
阿
蘇
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）
に
つ
い
て
」

議
案
第
14
号
「
令
和
４
年
度
阿
蘇
市
一
般

会
計
予
算
に
つ
い
て
」

農地流動化等推進事業

（12）



 
 
 

農
政
課
所
管
分

 
委
員　
農
業
振
興
費
の
環
境
保
全
型
農

業
直
接
支
払
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

国
と
県
は
有
機
農
業
を
推
進
す
る
中
、
地

域
に
お
い
て
は
有
機
肥
料
の
臭
気
が
住
環

境
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
難
し
い
課
題

を
含
ん
で
い
る
。
農
業
者
と
地
域
住
民
の

方
々
の
相
互
理
解
を
深
め
る
努
力
を
求
め

た
い
が
。

 

農
政
課
長　
国
は
有
機
農
業
を
２
０
５

０
年
度
ま
で
に
全
国
で
１
０
０
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
ま
で
拡
大
す
る
目
標
を
立
て
て
い

ま
す
が
、
事
業
を
執
行
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
住
民
の
理
解
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

事
業
実
施
主
体
に
も
十
分
理
解
し
て
い
た

だ
い
た
上
で
、
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

委
員　
春
先
に
な
れ
ば
有
機
肥
料
の
散

布
が
始
ま
る
が
、
臭
い
を
抑
え
る
た
め
散

布
後
は
す
ぐ
に
鋤
き
込
む
よ
う
、
作
業
に

関
す
る
指
導
に
も
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

 

農
政
課
長　
圃
場
へ
の
堆
肥
散
布
に
つ

い
て
は
、
散
布
後
の
早
め
の
耕
う
ん
等
の

処
理
に
つ
い
て
、
農
家
の
方
々
に
対
し
周

知
徹
底
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

 

委
員　
林
業
振
興
費
の
中
の
、
有
害
鳥

獣
関
連
の
予
算
が
４
項
目
あ
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴
の
説
明
を
。

 

農
政
課
長　
報
償
費
の
有
害
鳥
獣
捕
獲

報
奨
金
は
市
の
単
独
分
で
あ
り
、
国
の
嵩

上
げ
分
は
有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業
補
助
金
と

し
て
計
上
し
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
は

報
償
費
に
ま
と
め
て
計
上
し
て
い
ま
し
た

が
、
県
の
指
導
に
よ
り
令
和
４
年
度
は
区

別
し
て
計
上
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
事
業
補
助
金
は
、
電

柵
助
成
と
免
許
取
得
費
用
全
額
に
対
す
る

助
成
で
す
。
有
害
鳥
獣
捕
獲
活
動
事
業
補

助
金
は
、
捕
獲
隊
に
対
す
る
活
動
助
成
で

あ
り
、
年
３
回
実
施
し
て
い
る
一
斉
捕
獲

時
の
日
当
や
、
猟
犬
の
治
療
費
に
一
部
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
 
 

観
光
課
所
管
分

 

委
員　
観
光
振
興
費
の
恋
人
の
聖
地
関

係
の
予
算
に
つ
い
て
は
全
国
展
開
の
事
業

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
は
。

 

観
光
課
長　
恋
人
の
聖
地
事
業
は
、
恋

人
の
聖
地
観
光
協
会
と
い
う
組
織
が
あ
り
、

関
係
市
町
村
会
も
あ
り
ま
す
。
若
い
世
代

へ
の
情
報
発
信
に
よ
る
誘
客
と
、
そ
れ
に

伴
う
若
い
人
た
ち
へ
の
仕
事
の
創
出
も
で

き
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
事
業
に
取
り
組
む

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

 

委
員　
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
等
整
備
事
業
で

設
置
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

 

観
光
課
長　
10
月
に
完
成
し
た
阿
蘇
山

噴
煙
展
望
公
園
と
併
せ
て
観
光
の
拠
点
と

な
る
よ
う
、
恋
人
の
聖
地
の
全
国
共
通
看

板
を
付
け
た
赤
牛
の
形
を
し
た
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

 
委
員　
老
朽
管
の
布
設
替
工
事
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
配
管
の
耐
用
年
数
は
ど
の

く
ら
い
か
。
ま
た
、
地
震
へ
の
対
応
は
で

き
て
い
る
の
か
。

 

水
道
課
長　
現
在
行
っ
て
い
る
布
設
替

工
事
の
配
管
の
耐
用
年
数
は
40
年
で
あ
り
、

耐
震
性
を
有
し
た
継
手
を
使
用
し
て
布
設

替
え
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

委
員　
阿
蘇
市
内
で
は
、
石
綿
管
の
布

設
替
え
は
終
わ
っ
て
い
る
の
か
。

 

水
道
課
長　
国
道
下
と
線
路
下
の
一
部

の
区
間
に
４
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
残
っ
て

い
ま
す
。
布
設
替
え
す
る
に
は
推
進
工
事

等
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
こ
を
経

由
し
な
い
路
線
を
確
保
す
る
な
ど
の
取
組

で
、
石
綿
管
の
利
用
を
ゼ
ロ
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

委
員　
番
出
住
宅
線
の
２
路
線
を
廃
止

す
れ
ば
跡
地
に
は
構
造
物
な
ど
が
残
る
。

学
校
に
近
い
場
所
で
も
あ
る
た
め
、
子
ど

も
た
ち
に
危
険
が
及
ぶ
こ
と
が
な
い
よ
う

に
す
べ
き
で
あ
る
。
路
線
廃
止
後
は
宅
地

に
な
る
と
思
う
が
、
跡
地
の
整
備
を
ど
の

よ
う
に
計
画
し
て
い
く
の
か
。

 

建
設
課
長　
廃
止
後
は
住
宅
地
内
の
管

理
と
な
る
た
め
、
住
環
境
課
の
計
画
に
合

わ
せ
て
整
備
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

以
上
が
、
経
済
建
設
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
案
件
に
つ
い
て
の
報
告
で

す
。

議
案
第
24
号
「
令
和
４
年
度
阿
蘇
市
水
道

事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て
」

議
案
第
27
号
「
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い

て
」

堆肥散布
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10人の議員が市政を問う

一般質問

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

五 嶋　義 行　「阿蘇市『西の玄関口』構想と景観整備は」・・・P14　
市 原　　 正　「新型コロナウイルス感染症の状況は」・・・P15
佐 藤　和 宏　「道路交通法改正に伴う高齢ドライバーへの取組を」・・・P15
森 元　秀 一　「ＬＧＢＴについて問う」・・・P16
園 田　浩 文　「阿蘇観光のこれからの取組は」・・・P16
児 玉　正 孝　「安全性・利便性向上に向けた市道交差点の改良を」・・・P17
谷 﨑　利 浩　「坊中南住宅の建設工事の状況は」・・・P17
竹 原　祐 一　「『水田活用直接支払交付金』の見直しの対応は」・・・P18
河 﨑　德 雄　「市総合計画の具現化に向け、過疎債の活用を」・・・P18
佐 藤　菊 男　「安全で安心な道路の維持管理は」・・・P19

五　嶋　義　行

移
住
・
定
住
問
題
へ
の
対
応
は
。

　

荒
木
ま
ち
づ
く
り
課
長　

阿
蘇
市
の
子

育
て
環
境
、
生
活
環
境
の
利
点
を
Ｐ
Ｒ
し
、

移
住
体
験
ツ
ア
ー
等
も
積
極
的
に
進
め
、

移
住
促
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

五
嶋　

玄
関
か
ら
入
っ
た
お
客
様
を
、

次
は
座
敷
に
案
内
す
る
が
、
阿
蘇
西
地
区

の
座
敷
は
内
牧
だ
と
思
う
。
車
帰
、
赤
水
、

尾
ヶ
石
を
経
て
内
牧
へ
と
、
デ
ザ
イ
ン
性

の
あ
る
看
板
設
置
は
で
き
な
い
か
。

　

観
光
課
長　

そ
の
よ
う
な
看
板
が
あ
れ

ば
便
利
で
す
が
、
国
立
公
園
内
で
あ
る
こ

と
と
、
ま
た
世
界
文
化
遺
産
登
録
も
目
指

し
て
い
ま
す
の
で
、
慎
重
に
検
討
し
ま
す
。

　

五
嶋　

内
牧
へ
の
県
道
の
改
良
は
。

　

建
設
課
長　

現
在
の
県
道
内
牧
坂
梨
線

道
路
改
良
工
事
の
完
了
を
見
越
し
て
、
積
極
的

に
要
望
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

五
嶋　

旧
阿
蘇
町
時
代
か
ら
「
赤
水
、

車
帰
は
西
の
玄
関
口
」
と
言
わ
れ
て
き
た

が
、
平
成
28
年
の
熊
本
地
震
で
大
き
く
傷

つ
い
た
。
地
震
か
ら
６
年
が
経
ち
、
大
方
の

復
旧
も
終
わ
り
、
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
工

事
も
完
了
し
た
が
、
そ
の
後
の
通
行
量
は
。

　

中
本
建
設
課
長　

震
災
前
の
平
成
27
年

10
月
の
１
日
当
た
り
通
行
量
は
２
万
７
，

６
０
０
台
で
し
た
が
、
開
通
後
の
令
和
２

年
11
月
に
は
、
現
道
（
国
道
57
号
）
で
１

万
５
，
５
０
０
台
、
北
側
復
旧
道
路
で
１

万
３
，
４
０
０
台
の
計
２
万
８
，
９
０
０

台
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

五
嶋　

現
道
が
多
い
の
は
意
外
だ
っ
た

が
、
観
光
客
向
け
に
現
道
を
も
っ
と
ア

ピ
ー
ル
し
て
も
ら
い
た
い
が
。

　

秦
観
光
課
長　

現
道
は
南
阿
蘇
方
面
や
、

山
上
へ
の
阿
蘇
公
園
下
野
線
に
も
つ
な
が
る

非
常
に
重
要
な
路
線
で
す
。
赤
水
や
尾
ヶ

石
も
含
め
た
地
域
で
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
進
出

も
念
頭
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
を
見
い
だ
す
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
を
行
い
、
西
部
地
区
の
開
発
と
ア

ピ
ー
ル
を
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

五
嶋　

阿
蘇
西
地
区
の
空
き
地
対
策
、

阿
蘇
市「
西
の
玄
関
口
」構
想
と
景
観
整
備
は 西の玄関口の看板

（14）



市　原　　正

し
て
い
る
内
容
以
外
の
発
生
地
域
等
の
情

報
は
、
提
供
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

憶
測
に
よ
る
誤
っ
た
情
報
や
、
差
別
や

偏
見
に
よ
る
被
害
を
受
け
る
人
が
出
て
く
る

こ
と
も
想
定
さ
れ
、
現
在
の
公
表
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

一
の
宮
地
区
駐
在
所
の
運
用
は

　

市
原　

阿
蘇
警
察
署
の
移
転
に
伴
い
、

市
内
の
関
係
団
体
と
と
も
に
行
っ
た
要
望

活
動
が
実
を
結
び
、
市
が
整
備
す
る
一
の

宮
安
全
安
心
拠
点
施
設
に
、
県
警
が
駐
在

所
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
運
用

開
始
時
期
は
。

　

山
本
政
策
防
災
課
長　

建
物
は
３
月
末

の
竣
工
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
警
察
業
務

の
開
始
に
つ
い
て
は
、
６
月
か
ら
の
予
定

と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

市
原　

阿
蘇
市
内
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
状
況
は
。
特
に
、

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
第
６
波
の
影
響
は
。

　

山
中
ほ
け
ん
課
長　

３
月
13
日
現
在
の

阿
蘇
市
の
累
計
感
染
者
数
は
６
５
３
名
で

す
。
第
６
波
は
５
２
６
名
で
、
全
体
の

80
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
の
感
染
力
の
強
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

市
原　

今
回
は
若
年
層
の
感
染
も
目

立
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
保
育
園
や
学
校

で
の
感
染
状
況
は
。

　

松
岡
福
祉
課
長　

３
月
13
日
ま
で
の
休

園
が
６
施
設
、
園
児
感
染
者
数
60
名
、
職

員
の
感
染
者
数
22
名
と
い
う
状
況
で
す
。

　

藤
井
教
育
課
長　

３
月
11
日
現
在
で
、

学
校
関
係
の
感
染
者
数
は
69
名
で
す
。

　

市
原　

市
内
で
感
染
者
が
発
生
す
る

と
、
市
民
の
方
か
ら
「
ど
こ
で
発
生
し
た

の
か
。
」
と
の
問
い
合
わ
せ
の
電
話
が
あ

る
が
、
「
公
表
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
。
」
と

し
か
答
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
事
に
つ
い
て

の
説
明
を
。

　

宮
﨑
市
民
部
長　

感
染
者
の
発
生
状
況

等
は
す
べ
て
県
の
所
管
で
、
県
内
す
べ
て

の
市
町
村
に
対
し
、
公
式
に
は
現
在
公
表

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
は

佐　藤　和　宏

う
予
定
で
す
。
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
実
情
に
あ
わ
せ
た
運
行
時
間

の
変
更
や
新
た
な
エ
リ
ア
へ
の
乗
入
れ
な

ど
に
つ
い
て
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
協
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

佐
藤　

法
改
正
に
よ
り
サ
ポ
ー
ト
カ
ー

限
定
免
許
も
導
入
さ
れ
、
サ
ポ
ー
ト
カ
ー

に
乗
り
換
え
る
際
の
費
用
支
援
な
ど
、
国

や
県
の
補
助
金
に
上
乗
せ
す
る
よ
う
な
新

た
な
支
援
制
度
は
で
き
な
い
か
。

　

廣
瀬
財
政
課
長　

国
の
制
度
の
情
報
は

入
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
県
で
は
65
歳
以
上

の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
、
後
付
け
の
踏
み

間
違
え
防
止
装
置
や
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
の
導
入
支
援
に
向
け
た
予
算
を
令
和

４
年
度
計
上
予
定
と
お
聞
き
し
て
い
ま

す
。
高
齢
化
の
進
展
は
社
会
全
体
の
問
題

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
市
町
村
の
動
向

も
見
な
が
ら
、
関
係
課
と
と
も
に
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

佐
藤　

５
月
13
日
か
ら
道
路
交
通
法
が

改
正
さ
れ
、
過
去
３
年
間
に
違
反
歴
が
あ

る
75
歳
以
上
の
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が
免
許

更
新
を
さ
れ
る
場
合
は
、
実
車
試
験
に
合

格
し
な
け
れ
ば
更
新
出
来
な
い
事
に
な

る
。
今
後
の
免
許
返
納
者
に
向
け
た
、
支

援
内
容
は
。

　

山
本
政
策
防
災
課
長　

現
在
の
状
況

は
、
65
歳
以
上
で
運
転
免
許
を
自
主
返
納

し
た
場
合
、
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る
際
に

は
、
「
免
許
返
納
者
割
引
乗
車
証
」
を
提

示
す
る
こ
と
で
運
賃
が
半
額
と
な
り
ま

す
。 

ま
た
、
阿
蘇
地
区
交
通
安
全
協
会
に

加
入
さ
れ
、
管
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方

で
あ
れ
ば
、
定
め
ら
れ
た
事
業
所
で
経
歴

証
書
を
提
示
す
る
と
商
品
の
割
引
等
の
特

典
が
あ
り
ま
す
。
車
の
運
転
を
さ
れ
な
い

方
に
は
、
食
材
の
配
達
や
医
療
機
関
へ
の

送
迎
な
ど
、
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、

民
間
事
業
所
等
の
ご
協
力
に
よ
り
、
高
齢

者
等
の
生
活
や
外
出
を
支
え
て
い
る
よ
う

な
状
況
で
す
。

　

な
お
、
路
線
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
赤
字

路
線
の
コ
ス
ト
削
減
を
前
提
と
し
た
新
た

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
実
証
実
験
を
行

道
路
交
通
法
改
正
に
伴
う
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
取
組
を

一の宮安全安心拠点施設

（経済産業省ホームページより）

サポートカーの機能の１つ

先進安全技術はあくまでも安全運転の
支援であり、機能には限界があります。

（15）



森　元　秀　一

し
た
。
結
果
、
シ
ス
テ
ム
改
修
や
規
則
改

正
等
を
含
め
て
、
見
直
し
を
行
っ
た
も
の

は
38
件
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
継
続
し
て

見
直
し
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

森
元　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
導

入
す
れ
ば
、
差
別
や
偏
見
を
な
く
す
た
め

の
土
壌
づ
く
り
が
進
む
。
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
の
阿
蘇
市

の
見
解
は
。

　

人
権
啓
発
課
長　

市
民
の
方
々
へ
の
周

知
に
よ
り
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
民
間
病
院
や
専
門
家
等
も
交
え
た

組
織
を
立
ち
上
げ
、
導
入
に
向
け
て
の
協

議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

他
に
「
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
た

進
捗
状
況
」
、
「
『
子
ど
も
家
庭
庁
』
が
法

案
閣
議
決
定
さ
れ
た
が
市
の
対
応
は
」
、

「
在
宅
医
療
・
在
宅
介
護
の
実
態
に
つ
い

て
」
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

森
元　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す
る
職
員
研
修

の
進
捗
状
況
は
。

　

村
山
総
務
課
長　

昨
年
10
月
に
職
員
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
等
に
関
す
る
指
針
、

規
定
を
定
め
、
同
月
に
管
理
職
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
研
修
で
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

も
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
が
あ
り
、
ま
た
、
人
に

は
男
性
・
女
性
と
い
っ
た
２
つ
の
性
だ
け

で
は
な
く
、
そ
れ
以
外
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
識
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
、
さ
ら
に
、
性
的
少
数
者
に
も
多

様
な
性
が
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
を
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
職
員
と
し
て
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
し
て
も
多
様
な
性
に
つ
い
て

考
え
る
と
と
も
に
、
互
い
に
相
手
を
尊
重

し
合
え
る
理
解
者
や
支
援
者
と
な
れ
る
よ

う
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

森
元　

各
種
申
請
書
や
申
込
書
に
お
け

る
、
性
別
記
載
の
見
直
し
状
況
は
。

　

市
原
人
権
啓
発
課
長　

各
課
に
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
性
別
記
載
の
あ
る
申
請
書
は

２
２
９
件
あ
り
、
そ
の
中
で
、
法
令
等
や

業
務
上
の
必
要
性
に
よ
り
、
今
す
ぐ
に
見

直
し
が
困
難
な
も
の
が
１
９
１
件
あ
り
ま

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
問
う

園　田　浩　文

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
に
よ
る

 

行
政
手
続
き
の
効
率
化
は

　

園
田　

阿
蘇
市
の
取
得
率
は
県
内
市
町

村
平
均
を
上
回
る
41
．
28
％
で
あ
る
。
制

度
発
足
か
ら
６
年
経
過
し
、
行
政
手
続
き

の
効
率
化
は
実
感
で
き
て
い
る
か
。

　

髙
木
総
務
部
長　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

は
社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
の
３
分
野

か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
児
童
手
当
や
介
護

保
険
な
ど
、
全
部
で
１
，
８
０
０
以
上
の

行
政
手
続
き
が
対
象
と
さ
れ
て
い
る
中
で
、

公
営
住
宅
の
入
居
申
請
や
児
童
扶
養
手
当

の
申
請
時
に
お
け
る
添
付
書
類
の
省
略
な

ど
、
確
実
に
省
力
化
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

 

南
宮
原
旧
教
育
キ
ャ
ン
プ
場
の
進
捗
は

　

園
田　

砂
防
工
事
が
進
ま
な
け
れ
ば

キ
ャ
ン
プ
場
の
再
開
は
難
し
い
が
、
国
交

省
と
の
直
轄
砂
防
事
業
の
調
整
は
。

　

藤
井
教
育
課
長　

先
月
行
っ
た
協
議
の

中
で
国
交
省
か
ら
説
明
が
あ
り
、
直
轄
砂

防
ダ
ム
は
令
和
７
年
度
中
の
完
成
を
目
指

し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

園
田　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

観
光
事
業
は
。

　

秦
観
光
課
長　

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー

ル
ド
創
造
事
業
に
集
約
し
て
お
り
、
令
和

４
年
度
は
28
項
目
の
事
業
を
関
係
機
関
と

連
携
し
て
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
末
か
ら
今
年
３
月
半
ば
ま

で
開
催
さ
れ
た
「
阿
蘇
竹
あ
か
り
」
は
、

県
が
主
催
す
る
阿
蘇
観
光
復
興
事
業
の
一
環

で
す
。
２
月
末
ま
で
の
入
場
者
数
は
１
万

１
，
８
０
０
人
。
泉
大
橋
で
実
施
さ
れ
た

「
恋
人
た
ち
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、

地
域
の
方
々
や
ホ
テ
ル
・
旅
館
の
宿
泊
者

の
皆
さ
ま
方
に
も
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

園
田　

新
型
コ
ロ
ナ
と
共
存
・
共
生
し

て
い
く
中
で
、
市
と
観
光
協
会
・
旅
館
組

合
・
商
工
会
等
と
の
連
携
に
、
今
後
ど
う

取
り
組
む
の
か
。

　

阿
部
経
済
部
長　

環
境
省
・
観
光
庁
関

連
の
補
助
事
業
等
を
行
い
な
が
ら
、
感
染

状
況
を
見
据
え
つ
つ
、
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
等
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
各
関
係
機
関
と
連
携
強
化
を
図

り
、
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

阿
蘇
観
光
の
こ
れ
か
ら
の
取
組
は

阿蘇竹あかり

Ｌｅｓｂｉａｎ
（レズビアン）Ｌ

Ｇａｙ
（ゲイ）

Ｂｉｓｅｘｕａｌ
（バイセクシュアル）

Ｔｒａｎｓｇｅｎｄｅｒ
（トランスジェンダー）

《 Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ 》

LGBT 以外にも、さまざまなセク
シュアル ・ マイノリティ（性的少数
者）の方がいます。

G

B

T

（16）



児　玉　正　孝

岸
が
崩
れ
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
整
備

が
可
能
で
あ
れ
ば
検
討
し
ま
す
。

 

子
ど
も
の
見
守
り
に
つ
い
て

　

児
玉　

阿
蘇
小
学
校
で
は
老
人
会
の
協

力
を
得
て
、
子
供
た
ち
の
登
下
校
時
の
見

守
り
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
散
歩
を
兼

ね
て
見
守
っ
て
欲
し
い
と
い
う
趣
旨
で
あ

る
が
、
交
通
事
故
防
止
、
子
ど
も
の
健
康

観
察
、
地
域
の
防
犯
な
ど
、
活
気
あ
ふ
れ

る
地
域
づ
く
り
に
な
る
と
思
う
。
他
の
校

区
の
状
況
は
。

　

坂
梨
教
育
長　

夕
方
の
交
通
事
故
発
生

率
が
36
％
と
高
く
、
こ
の
時
間
帯
に
地
域

の
方
が
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
事
は
本
当
に

あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。
他
校
区
で
学
校
と

地
域
、
保
護
者
等
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
引
き
続
き
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

児
玉　

阿
蘇
警
察
署
の
移
転
に
伴
い
、

国
道
２
１
２
号
と
市
道
北
黒
川
西
町
線
の

交
差
点
を
通
過
す
る
車
両
が
増
え
て
い

る
。
ク
ラ
ン
ク
し
て
利
便
性
が
悪
い
交
差

点
に
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

　

中
本
建
設
課
長　

圃
場
整
備
地
内
に
後

か
ら
国
道
が
整
備
さ
れ
た
た
め
、
西
側
の
北

黒
川
か
ら
来
て
い
る
市
道
を
優
先
的
に
横

断
さ
せ
る
構
造
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

児
玉　

改
修
を
事
業
化
し
た
場
合
、
費
用

は
市
の
負
担
と
い
う
事
だ
が
、
直
角
に
交
差

で
き
る
よ
う
国
、
県
と
協
議
出
来
な
い
か
。

　

建
設
課
長　

県
に
も
相
談
は
し
て
み
ま

す
。
今
後
、
有
利
な
過
疎
事
業
な
ど
の
計

画
に
入
れ
て
整
備
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

 

経
済
的
で
効
果
的
な
河
川
改
修
を

　

児
玉　

黒
戸
川
支
流
の
横
道
川
に
架
か

る
橋
は
、
河
床
か
ら
胸
元
ほ
ど
の
高
さ
で
、

大
雨
の
度
に
流
木
が
流
れ
を
せ
き
止
め
、

氾
濫
す
る
。
河
川
の
整
備
に
は
莫
大
な
予

算
が
必
要
だ
が
、
河
床
に
Ｕ
字
溝
を
埋
め

込
む
工
事
で
費
用
を
抑
え
、
被
害
低
減
で

き
な
い
か
。

　

建
設
課
長　

全
面
を
掘
り
下
げ
る
と
護

安
全
性・利
便
性
向
上
に
向
け
た
市
道
交
差
点
の
改
良
を

谷　﨑　利　浩

令
和
５
年
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
２
期

目
は
、
Ｊ
Ｒ
線
路
か
ら
南
側
の
農
地
に
面

す
る
区
間
で
、
黒
川
地
区
農
地
整
備
事
業

に
併
せ
て
、
土
井
の
内
踏
切
も
含
め
て
改

良
を
行
う
計
画
で
、
５
年
度
か
ら
の
着
手

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
３
期
目
は
、
黒
川

地
区
農
地
整
備
事
業
完
了
後
、
旧
国
道
ま

で
の
集
落
内
の
道
路
に
着
手
し
ま
す
。

　

坊
中
下
西
黒
川
線
は
、
前
述
の
２
期
目

に
お
い
て
交
差
点
か
ら
西
に
９
０
０
ｍ
の

拡
張
工
事
を
、
黒
川
地
区
農
地
整
備
事
業

に
併
せ
て
５
年
度
か
ら
着
手
予
定
で
す
。

　

上
西
黒
川
西
町
線
は
、
老
朽
箇
所
の
舗

装
の
打
換
え
や
通
学
路
の
外
側
線
の
カ

ラ
ー
リ
ン
グ
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
「
４
年
度
修
繕
費
と
将
来
修
繕
費

総
額
」
、
「
医
療
費
情
報
と
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
」

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

谷
﨑　

南
住
宅
の
建
設
工
事
日
程
の
明

示
を
。
ま
た
南
住
宅
は
坂
が
急
な
の
で
、

ま
ち
づ
く
り
や
免
許
証
返
納
な
ど
を
考
慮

し
た
構
想
を
。

　

加
藤
住
環
境
課
長　

令
和
２
年
度
に
設

計
を
終
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後

は
、
建
設
予
定
地
と
な
る
既
存
住
宅
入
居

者
の
方
の
移
転
及
び
空
き
家
の
解
体
を
４

年
度
中
に
進
め
、
５
年
度
に
建
設
工
事
に

入
る
計
画
で
す
。
ま
た
、
進
入
路
に
つ
い

て
は
、
徒
歩
・
自
転
車
で
の
負
担
を
考
え
、

新
た
な
進
入
路
が
出
来
な
い
か
検
討
し
て

い
ま
す
。

 

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
に
あ
る

 

道
路
拡
張
や
補
修
計
画
に
つ
い
て

　

谷
﨑　

上
西
黒
川
成
川
線
、
坊
中
下
西
黒

川
線
、
上
西
黒
川
西
町
線
の
整
備
計
画
は
。

　

中
本
建
設
課
長　

上
西
黒
川
成
川
線
は
、

旧
国
道
か
ら
農
村
公
園
あ
ぴ
か
ま
で
の

１
．
５
㎞
の
道
路
で
、
３
期
に
分
け
て
整

備
す
る
計
画
で
す
。
１
期
目
は
現
在
行
わ

れ
て
い
る
用
水
路
更
新
事
業
と
併
せ
た
道
路

拡
幅
工
事
で
す
。
今
年
の
作
付
け
ま
で
に

は
路
盤
ま
で
終
わ
ら
せ
、
舗
装
に
つ
い
て
は

坊
中
南
住
宅
の
建
設
工
事
の
状
況
は

市道北黒川西町線と

国道 212 号との交差点

坊中南住宅解体跡地

（17）



竹　原　祐　一

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

 

野
焼
き
手
当
の
適
切
な
支
払
い
を

　

竹
原　

一
部
の
地
域
で
は
、
行
政
区
住

民
に
対
し
て
野
焼
き
手
当
の
支
払
い
が
な

さ
れ
て
い
な
い
と
聞
い
た
。
火
入
れ
責
任

者
は
担
当
行
政
区
長
で
あ
る
と
思
う
。
牧

野
組
合
と
担
当
行
政
区
へ
、
割
合
面
積
に

応
じ
た
支
払
い
は
で
き
な
い
か
。

　

農
政
課
長　

現
在
、
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
交
付
金
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
を
活
用
し
て
野
焼
き
に
係
る
交
付
金
が

各
協
議
会
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

管
内
の
野
焼
き
の
状
況
等
を
考
慮
し
ま

す
と
、
現
状
の
活
動
組
織
へ
の
支
払
い
が

適
当
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ

参
加
者
の
出
面
表
と
交
付
額
の
一
致
を
確

認
し
、
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

竹
原　

昨
年
、
農
林
水
産
省
か
ら
、
今

後
５
年
間
水
張
り
を
し
な
い
水
田
は
交
付

金
対
象
か
ら
除
外
す
る
な
ど
の
方
針
が
出

た
が
、
今
後
、
ど
の
様
な
影
響
を
受
け
る

の
か
。

　

佐
伯
農
政
課
長　

今
回
の
交
付
内
容
の

見
直
し
は
、
現
時
点
で
は
決
定
事
項
で
は

な
く
、
現
場
の
課
題
を
検
証
し
つ
つ
方
針

が
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
水
稲
や
麦
・
大
豆
等
を
経
営
主
体
と

し
た
大
規
模
農
家
に
与
え
る
影
響
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　

竹
原　

交
付
金
の
対
象
外
に
な
れ
ば
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
も
懸
念
さ
れ
る
。
対

策
を
真
剣
に
考
え
て
行
く
べ
き
で
は
。

　

農
政
課
長　

主
食
用
米
の
現
状
が
非
常

に
厳
し
い
状
況
の
中
、
今
後
は
転
作
が
固

定
化
し
て
い
る
水
田
の
畑
地
化
を
含
め
補

償
金
の
活
用
な
ど
、
独
自
の
加
算
制
度
等

を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
稲
と
転
作
作
物
と
の
ブ
ロ
ッ

ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
な
ど
、
農
業

者
の
方
々
と
交
付
対
象
と
な
る
方
策
を
十

分
検
討
す
る
と
と
も
に
、
各
生
産
部
会
・

Ｊ
Ａ
・
再
生
協
議
会
等
の
意
見
を
踏
ま
え
、

「
水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金
」の
見
直
し
の
対
応
は

河　﨑　德　雄

農
林
畜
産
業
の
振
興
に
つ
な
が
る
施
策
を

推
進
し
ま
す
。

　

河
﨑　

移
住
・
定
住
の
件
数
と
、
近
隣

町
村
を
含
む
ふ
る
さ
と
納
税
額
の
実
績
は
。

　

荒
木
ま
ち
づ
く
り
課
長　

空
き
家
バ
ン

ク
は
70
件
ほ
ど
の
契
約
が
成
立
し
て
い
ま

す
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
令
和
２
年
度
の
受

け
入
れ
額
は
、
南
小
国
町
が
９
．
９
億
円
、

高
森
町
が
８
．
６
億
円
、
阿
蘇
市
は
約
１
．

９
億
円
で
す
。
後
期
計
画
で
は
新
た
な
返

礼
品
を
開
発
す
る
な
ど
、
関
係
団
体
と
協

議
し
な
が
ら
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

河
﨑　

前
期
計
画
に
お
け
る
観
光
客
数

等
の
検
証
と
、
後
期
の
計
画
は
。

　

秦
観
光
課
長　

観
光
客
の
状
況
の
中
で

も
好
調
で
あ
っ
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
前
期

の
実
績
は
17
万
人
で
、
後
期
目
標
は
23
万

人
で
す
。

　

河
﨑　

本
年
４
月
か
ら
阿
蘇
市
全
体
が

過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
る
。
こ
の
経
緯
は
。

　

山
本
政
策
防
災
課
長　

令
和
２
年
の
国

勢
調
査
で
人
口
要
件
と
財
政
力
要
件
が
満

た
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
指
定
さ
れ
ま
す
。

　

河
﨑　

令
和
４
年
度
の
国
の
過
疎
対
策

費
の
予
算
が
５
，
２
０
０
億
円
あ
る
。
阿

蘇
市
総
合
計
画
の
具
現
化
に
こ
れ
を
活
用

し
、
安
全
・
安
心
な
阿
蘇
市
を
目
指
し
て

欲
し
い
が
、
過
疎
債
の
活
用
要
件
は
。

　

廣
瀬
財
政
課
長　

事
業
を
市
過
疎
計
画

に
位
置
づ
け
、
過
疎
法
の
趣
旨
に
合
致
す

る
こ
と
な
ど
が
要
件
と
な
り
ま
す
。

 

第
２
次
阿
蘇
市
総
合
計
画
（
後
期
計
画
）

 

に
つ
い
て

　

河
﨑　

総
合
計
画
を
継
続
推
進
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
前
期
の
成
果
検
証
が
必
要

で
あ
る
。
農
業
振
興
に
向
け
て
の
、
前
期
の

実
績
を
踏
ま
え
た
後
期
計
画
の
取
組
は
。

　

佐
伯
農
政
課
長　

近
年
の
新
規
就
農
者

数
は
年
間
15
名
ほ
ど
で
推
移
し
て
お
り
、

管
内
に
担
い
手
と
し
て
の
定
着
化
を
図
る

た
め
、
市
独
自
の
新
た
な
支
援
制
度
な
ど

を
創
設
し
、
足
腰
の
強
い
、
持
続
可
能
な

市
総
合
計
画
の
具
現
化
に
向
け
、過
疎
債
の
活
用
を

野焼き

第２次阿蘇市総合計画

（後期基本計画）
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佐　藤　菊　男

て
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

藤
田
土
木
部
長　

限
ら
れ
た
予
算
の
中

で
、
緊
急
性
が
あ
る
も
の
を
優
先
す
る
と

と
も
に
、
地
域
性
も
考
慮
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

　

佐
藤　

児
童
生
徒
の
通
学
路
の
安
全
確

保
を
は
じ
め
、
市
民
の
暮
ら
し
に
密
着
し

た
安
全
で
快
適
な
道
路
環
境
の
維
持
と
保

全
を
執
行
部
に
求
め
た
い
が
。

　

佐
藤
市
長　

道
路
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管

理
は
大
変
重
要
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
し
っ
か
り
と
国
や
県
の
補
助

事
業
等
に
も
予
算
を
求
め
な
が
ら
、
各
種

道
路
の
強
靭
化
と
維
持
保
全
を
進
め
、
よ

り
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
阿
蘇
市
と

な
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

佐
藤　

日
常
的
に
行
っ
て
い
る
道
路
の

点
検
内
容
と
そ
の
頻
度
は
。

　

中
本
建
設
課
長　

市
道
に
つ
い
て
は
職

員
及
び
作
業
班
で
、
２
～
３
か
月
に
１
回

全
路
線
を
巡
回
し
、
路
面
の
沈
下
や
陥
没

等
の
有
無
の
点
検
を
し
て
い
ま
す
。

　

佐
伯
農
政
課
長　

農
道
・
林
道
は
舗
装

の
破
損
状
況
を
日
常
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ

り
確
認
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
方
々
か

ら
の
通
報
を
受
け
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

佐
藤　

区
長
要
望
や
通
報
に
対
す
る
対

応
の
状
況
及
び
実
施
率
は
。

　

建
設
課
長　

道
路
に
関
す
る
区
長
要
望

は
、
拡
幅
や
舗
装
、
側
溝
改
修
及
び
新
設

な
ど
様
々
で
、
年
間
平
均
で
１
０
０
件
ほ

ど
あ
り
ま
す
が
、
対
応
で
き
た
の
は
、
３

割
程
度
で
す
。

　

佐
藤　

セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
や
外
側
線
な

ど
の
白
線
が
消
え
て
い
た
り
、
見
え
に
く

い
と
道
路
機
能
が
低
下
す
る
。
白
線
等
の

補
修
が
必
要
な
路
線
の
延
長
の
割
合
と
今

後
の
対
応
は
。

　

建
設
課
長　

市
道
の
６
～
７
割
程
は
引

き
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
後
は
少
し
で
も
予
算
を
増
や
し

安
全
で
安
心
な
道
路
の
維
持
管
理
は

前方左から、受賞された「谷﨑利浩議員」、「菅　敏德議員」、「森元秀一議員」、

「河﨑德雄議員」、「市原　正議員」、「園田浩文議員」

阿 蘇 市 功 労 者 表 彰

白線が消えた道路

3 月２９日、１０年以上の職にあった市議会議員に阿蘇市から功労者表彰状が贈られました。

（19）



　

阿
蘇
地
方
で
は
、
野
焼
き
も
終
わ

り
新
し
い
息
吹
と
と
も
に
、
桜
の
花

が
満
開
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で

世
界
中
が
大
き
な
不
安
を
感
じ
て
い

ま
す
が
、
早
期
終
息
・
解
決
を
願
う

ば
か
り
で
す
。　
　

　

さ
て
、
議
会
広
報
特
別
委
員
会
で

は
、
制
定
し
た
阿
蘇
市
議
会
基
本
条

例
や
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
最
終

報
告
等
を
紹
介
し
、
こ
れ
ら
に
基
づ

き
市
民
の
皆
様
に
広
報
活
動
の
意
義

を
ご
理
解
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
編

集
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
愛
読
ご
助
言
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

阿蘇市議会活動状況（令和４年２月～４月）阿蘇市議会活動状況（令和４年２月～４月）

２月16日
・熊本県市町村振興協会
　令和３年第１回臨時評議員会
　（書面開催）

２月25日～３月15日
・令和４年第１回阿蘇市議会定例会
・阿蘇市議会全員協議会
　（2月25日、3月11日）
・阿蘇市議会運営委員会
　（2月28日、3月1日、3月11日、3月15日）

３月18日
・令和３年県市議会議長会関係決算監査

３月19日
・第３８回全国都市緑化くまもとフェア開会式
　（議長出席）

３月28日～４月25日
・議会広報特別委員会（全５回）

２月18日
・阿蘇市議会運営委員会

４月14日
・第２７８回熊本県市議会議長会

４月13日
・阿蘇市町村議長会総会

４月20日
・阿蘇山上被災状況視察

４月27日
・第９７回九州市議会議長会定期総会
　（書面開催）

【
議
会
広
報
特
別
委
員
会
】

委

員

長

副
委
員
長

委

員

田
中　

弘
子

菅　
　

敏
德

大
倉　

幸
也

谷
﨑　

利
浩

立
石　

昭
夫

甲
斐
純
一
郎

佐
藤　

菊
男

広
報
委
員

甲
斐
純
一
郎
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FAX 0967-35-4750

阿蘇山上被災状況視察

全国都市緑化くまもとフェア

定　例　会

令和 4 年第 2 回（6 月）

阿蘇市議会 次回開催予定

会　期　日　程

6 月 3 日（金）～ 21 日（火）

一　般　質　問

6 月 20 日（月）、21 日（火）

※正式な日程は、議会運営委員会で決定次第、お知らせ端末やホームページで改めてお知らせします。

　日程の変更や、新型コロナウイルス感染症の影響により、傍聴を制限する場合があります。

傍聴してみませんか

第 278 回熊本県市議会議長会


